
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL51223A03）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ガーナ H106 保健師 20～45
歳のみ 個別 交替

2代目 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・
2024/3

   

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ガーナ保健サービス アティマクワウマ郡事務所

3）任地（ アシャンティ州アティマクワウマ郡フォアセ ） JICA事務所の所在地（ アクラ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ+車 で 約 6.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

ガーナ保健サービス(GHS)は保健省傘下の政策実施機関である。配属先はその下部組織のひとつとして郡全体の保健医
療事業全般の運営と管理を行っている。JICAは住民の健康促進や母子保健にかかる取組みを通じた地域保健サービスの
向上を目的に保健関連の隊員派遣を面的に展開しており、その相乗効果への期待も大きい。管轄内には病院、ヘルスセ
ンター、CHIPS(コミュニティが運営主体となる保健施設)など24の保健医療施設を有する。ガーナではJICAの支援のも
と2018年より母子手帳の導入が進められており、2022年には「5S-KAIZEN-TQMを通じた母子保健医療サービスの質の
改善プロジェクト」が開始された。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先は、ガーナ第2の都市クマシから20kmに位置し、管轄郡全体の保健・衛生にかかる実態およびデータ数値双方の
向上をめざして、各種感染症の予防、母子保健サービス、栄養教育、学校保健等に対する取組みに力を入れてい
る。2022年5月より協力隊員(保健師)が派遣され、妊産婦のケアや育児への男性参加の促進を中心に、母子保健に関わる
各種ヘルスプロモーション活動、コミュニティにおける健康教育の実施支援などの活動を実施中。特に2018年より導入
が開始された統合版母子手帳の活用、理解促進に関する活動に対する期待が大きい。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 近隣の医療機関、コミュニティ、学校等を巡回し、栄養、衛生環境、学校保健等に関する啓発活動を支援する。
2. 保健局内のデータ管理に協力する(全国共通のシステムDHIMS2を利用)。
3. 母子手帳の活用、妊娠期から乳幼児期まで継続した母子管理とアセスメント方法等の活用指導を同僚と共に実施する。
4. 母子保健等、啓発教育のための教材作成を支援する。
5. 基本的な5S-KAIZEN手法を紹介し、職場環境の改善と、それを通じたサービス向上を支援する(マニュアル等は事務所・
プロジェクトより提供可)。
※ガーナ政府との取極めにより、身体への侵襲行為は実施しないこととなっている。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

配属先事務所にある事務機器、地域保健施設にある体重計や血圧計等基本的な医療機材

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A03_1.jpg?t=1684344768
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A03_2.jpg?t=1684344768
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A03_3.jpg?t=1684344769
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL51223A03_4.jpg?t=1684344769


4）配属先同僚及び活動対象者

・局長(女性、50代)
・保健師(1名女性、40代)、栄養士(1名女性)など
・その他配属先スタッフ(約20名)
・活動対象者:主に妊婦、乳幼児等

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（保健師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：経験に基づいた支
援が必要

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
不定期な停電、断水がある。生活使用言語は主にチュイ語。赴任後に現地語学訓練を実施する。
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